
平成 20年度 解析学の基礎 I 中間試験問題 2008年 6月 18日 (水)実施

以下，n,N は自然数を表す．

1. 次の各問に答えよ．

(a) cos−1

(
cos

7π

6

)
を求めよ．

(b) y =
2 − 5x

4x + 3
のグラフをかけ．

(c) y = −1 + sin(π − 2x) のグラフをかけ．

(d) 微分公式 (xn)′ = nxn−1 (n ≥ 1) を微分の積公式と数学的帰納法により導け．

2. a > 1 とする．二項定理を用いて lim
n→∞

n2

an
= 0 を導け．

3. lim
n→∞

an = α を ε − N 法「∀ε > 0, ∃N s.t. ∀n ≥ N =⇒ |an − α| < ε」で定義する．

(a) lim
n→∞

n + 4
n + 2

= 1 を検証する．an =
n + 4
n + 2

とおく．ε =
1

103
としたとき，N を一つ具体的に与

えよ．

(b) an → α, bn → 0 (n → ∞) のとき，an + (−1)nbn → α (n → ∞) を ε − N 法により示せ．

4. 上限下限について以下の問に答えよ．

(a) 集合 A =
{

1
n

: n ≥ 1
}
の下限が 0 であることを定義に従って説明せよ．

(b) B = {tan−1 n : n ≥ 1} の上限と下限を求めよ．ただし，tan−1 x は逆三角関数．

5. 有界な数列 an を考える．

(a) AN = sup
n≥N

an で与えられる数列 AN (N ≥ 1) は収束することを示せ．

(b) (a)により，上極限 lim
n→∞

an
def= lim

N→∞
AN を定義するとき， an = (−1)n

(
1 − 1

n

)
について AN

と lim
n→∞

an を求めよ．

6. 次の各問に答えよ．

(a) 0 < ∃c < 1 s.t. |an+1 − an| ≤ c |an − an−1| (n ≥ 2) をみたすとき，an はコーシー列である

ことを示せ．

(b) a1 > 1, an+1 =
√

2 + an をみたす数列 an は収束することを (a) を利用して示せ．また，その
極限値を求めよ．

K.U.


